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１ 養介護施設従事者等による高齢者虐待の状況 

(1) 相談・通報・届出件数 

                                       

相談･通報･届出件数 

 

事実確認調査を 

行ったもの 

虐待と判断したもの 虐待ではないと判断

したもの 

虐待の判断に至らな

かったもの 

８５件 ８１件 ３０件 ３２件 １９件 

 

(2) 虐待と判断した事案の概要 
 

事案  
項目 

１ ２ ３ ４ ５ 

施設・事業所の
サービス種別 

有料老人ホーム 有料老人ホーム 有料老人ホーム 有料老人ホーム 有料老人ホーム 

被虐待者の状況 70代女性 要介護１ 90代女性 要介護３ 70代男性 要介護１ 70代女性 要介護３ 80代女性 要介護４ 

虐待の種別 身体的虐待 身体的虐待 身体的虐待 
介護等放棄 

性的虐待 
身体的虐待 

虐待を行った 
従事者の職種 

施設長 介護職員 介護職員 介護職員 介護職員 

市町村が 
行った措置 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

虐待の内容 
 

・施設を抜け出す行

動がみられる利用

者の居室の外から

施錠を行った。 

・夜中に大声をあげ

ている利用者の頬

を叩いた。 

・認知症の利用者の

居室の扉の前に丸

テーブルを置き、

外に出られないよ

うにした。 

・失禁し自ら服を脱

いでベッドに寝て

いた利用者への対

応の指示を仰ぐた

め利用者を撮影し

た。 

 

・口腔ケア時に外し

た入れ歯を装着さ

せようとした際、

利用者の口を無理

に開けた。また、

化粧水を利用者の

頭から故意にかけ

た。 

 

事案  
項目 

６ ７ ８ ９ １０ 

施設・事業所の
サービス種別 

有料老人ホーム 有料老人ホーム 有料老人ホーム 有料老人ホーム 有料老人ホーム 

被虐待者の状況 80代男性 要介護１ 90代女性 要介護４ 90代女性 要介護２ 70代女性 要介護１ 80代女性 要支援２ 

虐待の種別 経済的虐待 介護等放棄 身体的虐待 身体的虐待 心理的虐待 

虐待を行った 
従事者の職種 

介護職員 介護職員 介護職員 介護職員 介護職員 

市町村が 
行った措置 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

虐待の内容 

・必要な支払いの依

頼を受け、預かっ

ていた利用者のキ

ャッシュカードの

口座から無断で金

銭を引き出した。 

 

・頻回に鳴らす利用

者のナースコール

のスイッチを切っ

た。 

・施設のオムツ置き

場から直接オムツ

を取ろうとした利

用者と口論にな

り、利用者を抱え

たまま、ベッドに

戻し、頬を叩いた。 

・コロナ発生により

食事は各居室へ提

供するようにして

いた際に、居室か

ら出て配膳車から

食事を取ろうと

し、トレイをひっ

くり返した利用者

を引きずるように

居室に連れていっ

た。 

・利用者に暴言を吐 

いた。 

令和５年度の高齢者虐待の状況について（補足資料） 
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事案  

項目 
１１ １２ １３ １４ １５ 

施設・事業所の
サービス種別 

有料老人ホーム 有料老人ホーム 特別養護老人ホーム 特別養護老人ホーム 特別養護老人ホーム 

被虐待者の状況 

80代女性 要介護１ 

70代男性 要介護２ 

90代女性 要介護５ 

70代女性 要介護２ 

80代女性 要介護１ 

70代女性 要介護２ 

80代女性 要介護１ 

90代女性 要介護５ 

90代女性 要介護５ 

90代女性 要介護４ 

90代女性 要介護５ 

90代女性 要介護５ 

90代男性 要介護３ 

70代男性 要介護４ 

70代男性 要介護４ 

70代男性 要介護４ 

90代女性 要介護２ 

虐待の種別 
身体的虐待 

介護等放棄 

心理的虐待 

身体的虐待 介護等放棄 
身体的虐待 

心理的虐待 

身体的虐待 

心理的虐待 

虐待を行った 
従事者の職種 

施設長 

その他特定困難 
介護職員 介護職員 介護職員 介護職員 

市町村が 
行った措置 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

虐待の内容 
 

・昼食時にドアの前

にテーブルを置

き、利用者が居室

から出ないように

した。 

・利用者の夜間のト

イレ利用を制限

し、オムツに排泄

するよう促した 

・居室の空調設備を

職員が管理し利用

者が自由に調整で

きないようにし

た。 

 

・認知症の利用者の

居室の外から施錠

を行った。 

・食事介助が必要な

利用者に朝食の提

供を行わない日が

あった。 

・必要な手続きを経

ずにミトンを使用

した。 

・夜間のナースコー

ル対応時に利用者

に暴言を吐いた。 

・興奮した利用者を

強引に引っぱり、

指に怪我を負わせ

た、その際に利用

者へ暴言も吐い

た。 
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事案  
項目 

１６ １７ １８ １９ ２０ 

施設・事業所の
サービス種別 

特別養護老人ホーム 特別養護老人ホーム 特別養護老人ホーム 特別養護老人ホーム 特別養護老人ホーム 

被虐待者の状況 90代女性 要介護４ 80代男性 要介護４ 

90代男性 要介護４ 

80代女性 要介護５ 

90代女性 要介護５ 

80代女性 要介護５ 

50代女性 要介護３ 

90代女性 要介護３ 

80代女性 要介護４ 

90代男性 要介護４ 

70代女性 要介護４ 

80代女性 要介護３ 

80代女性 要介護１ 

80代男性 要介護３ 

虐待の種別 身体的虐待 
介護等放棄 

心理的虐待 

介護等放棄 

心理的虐待 
身体的虐待 

身体的虐待 

心理的虐待 

虐待を行った 
従事者の職種 

介護職員 特定困難 
施設長 

その他特定困難 
介護職員 介護職員 

市町村が 
行った措置 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

虐待の内容 

・頻回に立とうとす

る利用者が車椅子

から立ち上がろう

とした際に立てな

いよう車椅子に押

し付けた。 

・利用者からオムツ

交換の要望があっ

ても、交換時間ま

で対応しなかっ

た。 

・ナースコールを複

数回押した利用者

に暴言を吐いた。 

・ナースコールを利

用者が使用できな

い位置に置いた。 

・利用者を「ちゃん

づけ」して呼んで

いた。 

・介助中に利用者か

ら介助拒否の言葉

を受け、利用者の

左頬をつねった。 

・立ち上がりかけた

利用者に対して、

頭を強く押さえ、

車椅子に座らせ

た。 

・夜間帯、興奮状態

の利用者の頭や肩

をベッドに押さえ

つけた。 

・利用者に暴言を吐

いた。 

 
事案  

項目 
２１ ２２ ２３ ２４ ２５ 

施設・事業所の
サービス種別 

特別養護老人ホーム 特別養護老人ホーム 短期入所生活介護 短期入所生活介護 短期入所生活介護 

被虐待者の状況 80代女性 要介護５ 
100歳以上女性 要

支援２ 
90代男性 要介護３ 80代女性 要介護４ 90代女性 要介護４ 

虐待の種別 性的虐待 心理的虐待 身体的虐待 
介護等放棄 

心理的虐待 
身体的虐待 

虐待を行った 
従事者の職種 

介護職員 特定困難 作業療法士 介護職員 介護職員 

市町村が 
行った措置 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

虐待の内容 

・利用者に頬ずりす

るなどの身体的接

触をした。 

・利用者に大声、荒

い口調で話しかけ

た。 

・不穏状態で暴れて

いる利用者の手首

を掴み、内出血を

負わせた。 

・ナースコールを利

用者が使用できな

い位置に置いた。 

・利用者のトイレ誘

導の要望を複数回

拒否した。 

・利用者に暴言を吐

いた。 

 

・上半身を起こして

いる利用者をベッ

ドに押さえつけ

た。 
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事案  

項目 
２６ ２７ ２８ ２９ ３０ 

施設・事業所の
サービス種別 

短期入所生活介護 介護老人保健施設 介護老人保健施設 
認知症対応型 

共同生活介護 

通所介護 

（お泊りデイ） 

被虐待者の状況 90代女性 要介護４ 80代女性 要介護５ 60代男性 要介護４ 80代女性 要介護１ 90代女性 要介護３ 

虐待の種別 身体的虐待 
身体的虐待 

介護等放棄 
性的虐待 心理的虐待 

介護等放棄 

心理的虐待 

虐待を行った 
従事者の職種 

介護職員 
介護職員 

看護職員 
特定困難 介護職員 管理者 

市町村が 
行った措置 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

施設等に対する指

導、改善計画の提出 

虐待の内容 

・お茶をこぼした利

用者の左腰上部を

数回手で小突い

た。 

・徘徊する利用者が

居室から出られな

いよう、利用者の

ベッドを四点柵で

囲んだり、ドアノ

ブを紐で巻いて固

定した。 

・便触りや異食を防

ぐため、利用者の

ズボンを脱げない

ようにしていた。 

 

・治療を行っていた

右足底部の状況写

真を利用者が裸の

状態で撮影した。 

・職員間で特定の利

用者をイニシャル

で呼ぶことが常態

化し、利用者にも

聞こえる場面があ

った。 

・発熱のあった利用

者に対し、適切な

対処（受診、家族

への連絡等）がで

きていなかった。 

・害虫の発生に対し、 

適切な対応がとら 

れていなかった。 

・利用者を「ちゃん

づけ」で呼んでい

た。 
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２ 養護者による高齢者虐待の状況 

 

(1) 相談・通報・届出件数 

県内全市町村で1,356件 

 

(2) 相談・通報者（重複あり） 

区     分 人数 割合(％) 

介護支援専門員（ケアマネジャー） 453 32.3 

介護保険事業所職員 84 6.0 

医療機関従事者 85 6.1 

近隣住民・知人 42 3.0 

民生委員 40 2.8 

被虐待者本人 77 5.5 

家族・親族 134 9.5 

虐待者自身 26 1.9 

当該市町村行政職員 60 4.3 

警察 315 22.4 

その他 85 6.1 

不明（匿名を含む） 3 0.2 

合計 1,404 100.0 

（注）相談・通報者には重複があるため、内訳の合計は相談・通報・届出件数1,356件と一致しない。 

 

(3) 事実確認の状況 

区          分 件 数 割合(％) 

事実確認調査を行った事例 1,326 94.0 

 立入調査以外の方法により調査を行った事例 1,325 93.9 

 訪問調査を行った事例 1,013 71.8 

関係者からの情報収集のみで調査を行った事例 312 22.1 

立入調査により調査を行った事例 1 0.1 

 警察が同行した事例 1 0.1 

援助要請をしなかった事例 0 0.0 

事実確認調査を行っていない事例 85 6.0 

 相談・通報を受理した段階で、明らかに虐待ではなく事実確認調査不要と

判断した事例 
72 5.1 

相談・通報を受理し、後日、事実確認調査を予定している又は事実確認調

査の要否を検討中の事例 
13 0.9 

 合          計 1,411 100.0 

（注）事実確認の状況には、令和4年度以前に通報があったもののうち、令和5年度にかけて事実確認調査を行った55件を 

含むため、合計件数は令和5年度の相談・通報件数1,356件と一致しない。 
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(4) 事実確認調査の結果 

  

  

  

  

  
  

  

(5) 虐待の種別（複数回答） 

区   分 身体的虐待 介護等放棄 心理的虐待 性的虐待 経済的虐待 

件    数 363 86 181 2 80 

割合(％) 69.7 16.5 34.7 0.4 15.4 

（注1）虐待の種別には重複があるため、合計は虐待判断事例の件数512件と一致しない。 

（注２）虐待の種別ごとの割合は、被虐待者の実人数521人に対する割合である。 

 

 (6) 被虐待高齢者の状況 

ア 被虐待高齢者の性別 

区  分 男 性 女 性 不明 合 計 

人  数 105 416 0 521 

割合(％) 20.2 79.8 0 100.0 

 

イ 被虐待高齢者の年齢別 

区  分 
65～ 

69歳 

70～ 

74歳 

75～ 

79歳 

80～ 

84歳 

85～ 

89歳 

90歳 

以上 
不 明 合 計 

人  数 21 69 97 143 106 85 0 521 

割合(％) 4.0 13.2 18.6 27.4 20.3 16.3 0.0 100.0 

 

ウ 被虐待高齢者の男女別発生率    （65歳以上高齢者数：令和6年4月1日現在） 

性 別 
人数(人) 

（Ａ） 

65歳以上高齢者数(人) 

（Ｂ） 

発生率 

（Ａ／Ｂ×10,000） 

男 性 105 601,337 1.75 

女 性 416  828,267 5.02 

計 521 1,429,604 3.64 

    ※発生率は、高齢者１万人当たり「虐待と判断した数」 

 

 

 

 

 

 

 

 

区       分 件 数 割合(％) 

虐待を受けた又は受けたと思われたと判断した事例 512 38.6 

虐待ではないと判断した事例 454 34.2 

虐待の判断に至らなかった事例 360 27.1 

合      計 1,326 100.0 
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エ 要介護認定者数及び要介護状態区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オ 要介護認定者の認知症日常生活自立度 

区    分 人 数 割合(％) 

自立又は認知症なし 41 9.8 

自立度Ⅰ 65 15.5 

自立度Ⅱ 145 34.5 

自立度Ⅲ 113 26.9 

自立度Ⅳ 19 4.5 

自立度Ｍ 6 1.4 

認知症はあるが自立度不明 16 3.8 

認知症の有無が不明 15 3.6 

合計 420 100.0 

自立度Ⅱ以上（再掲）   （299）   （71.2） 

（注）「認知症はあるが自立度不明」には、一部「自立度Ⅰ」が含まれている可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○被虐待高齢者の要介護認定 

区     分 人 数 割合(％) 

未  申  請 81 15.5 

申  請  中 11 2.1 

認 定 済 み 420 80.6 

認定非該当(自立) 7 1.3 

不     明 2 0.4 

合     計 521 100.0 

○要支援・要介護状態区分 

区  分 人 数 割合(％) 

要支援１ 27 6.4 

要支援２ 37 8.8 

要介護１ 118 28.1 

要介護２ 87 20.7 

要介護３ 80 19.0 

要介護４ 49 11.7 

要介護５ 22 5.2 

不 明 0 0.0 

合  計 420 100.0 

(参考)認知症高齢者の日常生活自立度 

ラ ン ク 判    断    基    準 

自立度Ⅰ 何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内でも社会的にもほぼ自立している。 

自立度Ⅱ 
日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の困難さが多少見られても、誰かが注

意していれば自立できる。 

自立度Ⅲ 日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の困難さが見られ、介護を必要とする。 

自立度Ⅳ 
日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介護を

必要とする。 

自立度Ｍ 著しい精神症状や問題行動あるいは重篤な身体疾患が見られ、専門治療を必要とする。 
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カ 被虐待高齢者における虐待者との同居の有無 

区  分 
虐待者と 

のみ同居 

虐待者及び 

他家族と同居 

虐待者と 

別居 

その他 不明 合計 

人    数 314 134 64 9 0 521 

割合(％) 60.3 25.7 12.3 1.7 0.0 100.0 

 

キ 世帯構成 

 

 

 

 

 

 

ク 被虐待高齢者から見た虐待者の続柄 

区 分 夫 妻 息子 娘 

息子の 

配偶者 

(嫁) 

娘の 

配偶者

(婿) 

兄弟 

姉妹 
孫 その他 不明 合計 

人 数 169 38 168 99 14 0 14 15 23 0 540 

割合(%) 31.3 7.0 31.1 18.3 2.6 0.0 2.6 2.8 4.3 0.0 100.0 

（注）虐待者の人数は、被虐待者ごとにカウントしているため延べ数。 

    

(7) 虐待への対応策について 

  ア 分離の有無 

区       分 件 数 割合(％) 

被虐待者の保護として虐待者からの分離を行った事例  194 25.6 

被虐待者と虐待者を分離していない事例 342 45.1 

現在対応について検討・調整中の事例 10 1.3 

虐待判断時点で既に分離状態の事例（別居,入院,入所等） 107 14.1 

その他 106 14.0 

合         計 759 100.0 

（注）令和4年度以前に通報受理・事実確認した虐待事例で、対応が令和5年度となった事例234件を含むため、合計は被虐待高

齢者の人数521人と一致しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 
単身 

世帯 

夫婦 

のみ 

世帯 

未婚の子

と 

同居 

配偶者と離別 

・死別等した 

子と同居 

子夫婦 

と同居 
その他 不 明 合 計 

人 数 38 170 150 58 30 71 4 521 

割合(%) 7.3 32.6 28.8 11.1 5.8 13.6 0.8 100.0 
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イ 分離を行った事例の対応 

 

区     分 件 数 割合(％) 

契約による介護保険サービスの利用 76 39.2 

 うち、面会の制限を行った事例 15  

老人福祉法に基づくやむを得ない事由等による措置 9 4.6 

 うち、面会の制限を行った事例 7  

緊急一時保護 27 13.9 

 うち、面会の制限を行った事例 19  

医療機関への一時入院 46 23.7 

 うち、面会の制限を行った事例 3  

上記以外の住まい・施設等の利用 25 12.9 

 うち、面会の制限を行った事例 1  

虐待者を高齢者から分離(転居等) 5 2.6 

 うち、面会の制限を行った事例 0  

その他 6 3.1 

 うち、面会の制限を行った事例 1  

合     計 194 100.0 

     
 

ウ 分離していない事例の対応の内訳（複数回答） 

区            分 件 数 割合(％) 

経過観察（見守り） 78 22.8 

経

過

観

察

以

外

の

対

応 

養護者に対する助言・指導 204 59.6 

養護者が介護負担軽減のための事業に参加 8 2.3 

被虐待者が新たに介護保険サービスを利用 24 7.0 

既に介護保険サービスを受けているが、ケアプランを見直し 106 31.0 

被虐待者が介護保険サービス以外のサービスを利用 35 10.2 

その他 65 19.0 

（注１）分離を行っていない事例の対応ごとの割合は、被虐待高齢者と虐待者の分離を行っていない342件に対する割合。 

（注２）「経過観察（見守り）」には、他の対応と重複がない事例のみ計上。 

 

エ 権利擁護に関する対応 

成年後見制度については、「利用開始済み」が33件、「利用手続中」が24件。 

これらを合わせた57件のうち、市町村長申立ての事例は37件であった。一方、「日常生活自立支援事業の

利用」は7件であった。 
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(8) 市町村における体制整備（令和5年度末現在） 

 

区            分 市町村数 割合(％) 

対応窓口部局の住民への周知（調査対象年度中） 52 86.7 

地域包括支援センター等の関係者への高齢者虐待に関する研修 48 80.0 

高齢者虐待について、講演会や市町村広報紙等による住民への啓発活動 37 61.7 

居宅介護サービス事業者に法について周知 39 65.0 

介護保険施設に法について周知 37 61.7 

独自の対応マニュアル、業務指針、対応フロー図等の作成 58 96.7 

民生委員、住民、社会福祉協議会等からなる「早期発見・見守りネットワーク」の構

築への取組 
40 66.7 

介護保険サービス事業者等からなる「保健医療福祉サービス介入支援ネットワーク」

の構築への取組 
16 26.7 

行政機関、法律関係者、医療機関等からなる「関係専門機関介入支援ネットワーク」

の構築への取組 
17 28.3 

成年後見制度の市区町村長申立が円滑にできるように役所・役場内の体制強化 57 95.0 

地域における権利擁護・成年後見体制の整備に向けた中核機関の立ち上げ・体制整備 36 60.0 

法に定める警察署長に対する援助要請等に関する警察署担当者との協議 31 51.7 

老人福祉法の規定による措置を採るために必要な居室確保のための関係機関との調整 52 86.7 

高齢者虐待対応・養護者支援が円滑にできるよう生活困窮者支援、ＤＶ担当課等の役

所・役場内の体制強化 
49 81.7 

高齢者虐待対応・養護者支援が円滑にできるよう保健所、精神保健福祉センター、発

達障害者支援センター等の関係機関との連携強化 
24 40.0 

虐待を行った養護者に対する相談、指導又は助言 59 98.3 

居宅において日常生活を営むのに支障がありながら、必要な福祉サービス及び保健医

療サービスを利用していない高齢者の権利利益の養護を図るための早期発見の取組や

相談等 

58 96.7 

終結した虐待事案の事後検証について 23 38.3 

 


